
第5回
福祉起業塾



1. 高齢障害者

2. 虐待

3. 介護保険と総合支援法の関係性

4. その他

本日のテーマ



今⽇の勉強会の様⼦は
FacebookなどSNSに
アップしてください

#藤⽥英明福祉起業塾
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【私たちが考える福祉とは】

福祉の仕事は、⽣活上で困っている⼈に対して
どのように⽀援したら

その⼈のQOL（⽣活・⼈⽣の質）が上がるかを

「考え（仮説）」それを「実践」する仕事です

福祉の対象は、障害に限らず、貧困、
児童、⼥性、LGBT、シングル、⾼齢な
どなど⾮常に範疇は幅広く、奥深い。

「思考」と「専⾨性」に基づく「実践」を福祉の
専⾨職として提供していくためにインプットを！

福祉の本質は「⾏為」ではなく「思考」です。た
だの福祉屋にならないようにしましょう！
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【私たちが考える社会福祉とは】
①⼈間は⼀⼈では⽣きられない社会的存在として認知して関わる

②クライアントが社会の中で生きていく為の⽀援を⾏う

③クライアントを⼈⽣の主⼈公としてエンパワメントする

④私たち⽀援者はクライアントの人生の黒子として活躍する

⑤あらゆるマイノリティを取り残さない

⑥クライアントのQOLの為のソーシャルアクションを⾏う
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スマホ・タブレット・PC
あらゆるデバイスで
利用できます



https://fukushimado.com/
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【初回限定】名刺100枚で550円

就労困難者（障がい者/
シングルマザー・

ファーザー/元受刑者な
ど）が制作しています

2022年5月東京都認証取得！！



福祉施設
開設初期段階

GH20居室
訪看・相談
生活介護開設

GH150居室
訪看・相談
生活介護

放課後デイ開設
就労支援

関わり強
飲みにケーション
⼈に投資
家族的意識

関わり弱める
権限委譲開始
⽬標管理

前例主義否定
無関係新規事業
独⽴採算制

福祉事業経営においては
従事者が共感する

ミッションの設定が重要
組織の成長が不可欠



高齢障害者について



CORYPIGHT ©Anispi Holdings Inc. All rights reserved.

全てのビジネスは⼈⼝動態から
⼤きな影響を受ける
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⽣活保護受給のための条件
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⽣活保護受給のための条件
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障害⾼齢者に関する課題
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近年、わが国全体の⾼齢化に伴い、障害のある⾼齢者数も増加している。

障害のある⽅々が、壮年期・⾼齢期を迎え、親亡き後を⾒据えた障害者の⽣活のあ
り⽅が課題となっている。

・福祉サービスを利⽤しても独居⽣活を持続しにくい
・家族介護者が要介護となり、負担が増えたた
・暮らしの困難さ、個別⽀援ニーズの増⼤、施設等での集団⽣活の難しさ

【課題類型】
(1)所得
(2)住まい
(3)地域社会との関わり（社会参加）
(4)利⽤する福祉サービス
(5)本⼈や家族の状況の変化



障害⾼齢者に関する課題
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地域で暮らす障害のある⼈

『精神疾患のある６５歳、⼀⼈暮らしのS男さん』の例

A) ２０代前半に統合失調症を発症
B) ４５歳頃までに３回の⼊退院
C) 途中多くの職業に就くも⻑続きせずその都度病気が再発
D) 最後の⼊院後は⺟親との同居⽣活、外来通院で病状も安定
E) ５年前に⺟（８４歳）は死亡
F) 公営住宅３階に住み、⽇常⽣活に必要な家事等はおおむね⾃⽴
G) ⺟亡き後の⽣活は、地域活動⽀援センター通所（週４回）、居宅介護（週１回）、訪問看護（週１回）
H) 昨年頃から腰痛、ひざ痛により地域活動⽀援センターに通うことが⾟くなる
I) 地活では友⼈もでき、軽作業の役割もあって、⽣きがいの場となっている
J) 最近、同年代の男性が体⼒低下を理由に退所したことがショック
K) ⾃分も⾜腰の痛みがあり、疲労感も強く、いつまで施設通所ができるか不安
L) 眠れない夜も多い
M) 住宅の階段の昇り降り、⽇常⽣活での⾷事、⾐類の⽚付け、寝具の出し⼊れや乾燥などが負担
N) 訪問介護サービスを増やすことを希望
O) 地域活動⽀援センターは仲間に会えるのが楽しみ
P) ⾼齢者の施設を利⽤することは、⾃分のような病気を持っていてもできるのだろうかと不安



障害⾼齢者に関する課題
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《知的障害のある６０歳、猫と暮らすD⼦さん》

A) 知的障害（中等度）、てんかん、交通事故による右⽚マヒ（５級）
B) ここ８年間に⽗親、⺟親が相次いで死亡
C) 残された古い家屋での⼀⼈暮らし
D) 近所に妹家族が住み、妹や姪などが⽇常的に⾷料などを持参して訪問、⽣活を⽀えている
E) ５５歳まで通所していた就労⽀援事業所へ週５⽇（９時から１６時まで）通所、居宅介護週３⽇
F) 加齢に伴い、体調不良や何もしたくないという⽇が増えている
G) 従来のように朝起きて、定時に家を出るという規則性のある⽣活ができなくなってきた
H) 春頃から⽉に１０⽇ほどしか出勤できず、今までの半分の利⽤状況
I) 右⽚マヒはあるものの、⽇常⽣活はほぼ⾃⽴していた
J) 今では⼊浴は浴槽への出⼊りが困難となりシャワー浴、調理や洗濯は⼀部⾃⽴、掃除は妹とヘルパー
K) 買い物が⼤好き
L) ⼀⼈で不⽤品の購⼊や不要な契約などをしてしまう
M) 歩⾏不安定となり転倒の危険もあって、週末の外出頻度も減ってきている
N) 親との同居時から飼い猫がいる（猫が⼤切な家族と思っている）
O) 猫の⾷事の世話なども以前よりおろそかになってきている
P) 短時間の外出でも疲れやすくなっており、歩⾏時の⾒守りや階段などでの介助が不可⽋
Q) 会話中に⾔葉が出にくくなるなど⼼⾝機能が⼤きく変わってきている
R) 閉じこもりによる⽣活の悪化を防ぐにはどうすればよいのか



障害⾼齢者に関する課題
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A) 障害のある⼈が⾼齢化することでの⽣活の変化は、個々の障害特性とともに、多様な展開をする
B) 加齢に伴う⽣活機能、特に心身機能の低下は、新たな生活障害を作り出す
C) ⽇常⽣活での主な⾝辺動作や活動、社会⽣活への参加などに、少しずつ不⾃由さや困難性が増える
D) ⾒守りや介助などの具体的支援が不可欠となる
E) 早い⼈では４０歳前後から⾼齢症状が出現する
F) 全体として体⼒や耐久⼒、運動機能の低下、病気への耐性などが弱くなる
G) 新たな病気や怪我のリスクも⾼くなる
H) ⾼齢者うつ病や認知症などの発症も増える
I) S男さんは、下肢痛からの歩⾏や外出の制限、そして⼀⼈でどうにかできていた⽇課の継続が⾟くなってき
たことが、⽣活⾯でのさまざまな不安となり、精神的にもストレスから新たに「うつ状態」や、不健康な状
態となることも予想される

J) ⽣活機能の変化は、障害のある⼈が、それまで上⼿に対応、維持してきた⽣活や、暮らし方の修正・変更を
余儀なくする

K) D⼦さんでは、⾝体機能が低下し、⾒守りや介護が必須となり、今の⽣活を変更せざるをえず、改めて、彼
⼥の望む生活を尊重した生活の再構築が必要

L) ⽀援を利⽤しても独居⽣活を持続できない
M) 家族介護者の要介護状況での家庭崩壊
N) 個別⽀援の必要増と施設等集団⽣活の限界
O) 多様な⽣活形態や⽣活⽅法の再構築、作り直しが必要
P) ⽼いのあり⽅は個別性があり、本⼈が選び決定する。障害の有無にかかわらず、私たち共通の⽼後のあり⽅
の基本。



障害⾼齢者に関する課題
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令和元年「障害者⽩書」より

⾝体障害者数︓436万⼈（65歳以上︓72.6%）

知的障害者数︓108万⼈（65歳以上︓15.5%）

精神障害者数︓419万⼈（65歳以上︓37.2%）



障害⾼齢者に関する課題
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ほぼいなくなる



障害⾼齢者に関する課題
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所得に関する課題

① 収⼊⾯〜年⾦、貯蓄、⼯賃等〜

n 主たる収⼊源が障害基礎年金のみ
n これまでの暮らしの質を保つのに不充分
n 加齢に伴って障害年⾦の認定は厳しくなっている実態
n 障害者の⽣活実態に⾒合っていない
n 働いて⼀定の収⼊が⽣じる場合は、これまでの年金が支給停止となる場合がある
n 働く機会が少なく、⽼後のための貯蓄を持たない⼈が多い
n 障害者年⾦や親の⽼齢年⾦が減額されており、経済⾯での⽣活が厳しい
n 障害基礎年⾦は、親亡き後、⽣活のすべてを⾃分で賄える⽔準ではない



障害⾼齢者に関する課題
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所得に関する課題

② ⽀出⾯

n 医療頻度の増加に伴う医療費負担の増大
n ⾼齢化に伴い、貯蓄や年⾦等の⾦銭管理が困難で管理に要する費⽤が発⽣
n 財産がある場合、財産保全と適切な運⽤のための成年後見制度利用に要する費用等
n 外出、通院に伴うマンパワーや移動⼿段の確保といったソフト⾯にかかる費⽤
n 住宅改修等のハード面整備に伴う費用の増加
n 特別な情報機器の購⼊費や修理費を要するため、健常⾼齢者より必要経費が多い
n 65 歳から介護保険サービス費用の1割負担と自己負担の発生
n 65 歳から介護保険料が年⾦から天引きされる場合の、経済的負担の増⼤
n 親亡き後や家族の独⽴に伴い、単⾝での⽣活費が増⼤



障害⾼齢者に関する課題
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所得に関する課題

③ その他

n 障害認定がされていない（⼿帳を持たない）者は⽣活継続の⽬途が⽴たなくなる
n 親亡き後の相続の不利益や⽇常の契約⾏為の不利益が⽣じることがある
n 初診⽇が 65 歳を過ぎていると障害基礎年⾦が受給できない

【注】初診⽇は65歳前でなければならないが、障害認定⽇は65歳過ぎても可。初診⽇
において、厚⽣年⾦加⼊中であれば、障害厚⽣年⾦の対象となる。原則、65歳になると
事後重症請求（障害認定⽇に、 障害の程度が障害等級に該当せず、その後、その傷病が
悪化して障害状態になった為、障害年⾦を請求する⾏為）はできない。



障害⾼齢者に関する課題
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住まいに関する課題

① 新たな住まいの確保や⼊居時の課題について

n 高齢化してからの入所施設、グループホーム、公営住宅などの転居先が不足
n ⾼齢になると⽕気管理が困難な⾯が⽣じ、緊急時の対応が難しい
n ⾼齢化しての在宅⽣活の継続のためには、相談⽀援体制の整備が必要
n 障害者⽀援施設も不⾜している



障害⾼齢者に関する課題
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住まいに関する課題
① 新たな住まいの確保や⼊居時の課題について

ア） ⼀般住居について

n ⾼齢化に伴い、トイレ、⾵呂、階段、出⼊⼝、⼿すり、ベッドなどが使いにくい
n 転倒の⼼配が常にあり、部屋から部屋への移動が難しい
n ⼊浴回数も減らさざるをえない
n 医療的ケアが必要になると施設や病院に移らざるを得なくなる
n 新築の場合、住宅改造補助制度が使えない
n 住宅改修は⼀回しか補助が出ないため、 経済的に困難
n いわゆる老障介護となると、更なるリフォームの必要性が高まる
n ⼊所施設から親元に帰省したくても、その際のヘルパー利⽤ができない



障害⾼齢者に関する課題
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住まいに関する課題
① 新たな住まいの確保や⼊居時の課題について

イ． グループホームについて

n 消防法や建築基準法の適⽤による⼤幅な住宅改修費を要する
n ⼀般住⼾等のグルー プホームへの転⽤が進んでいない
n 住まいに関する費⽤負担の軽減策が必要
n グループホームは絶対数が少ない
n 夜間体制を含め職員体制が不十分
n 高齢化に伴っての一層の日中支援が必要

ウ． 公営住宅や⺠間賃貸住宅等について

n ⼀般のマンションやアパートの賃貸住宅はバリアフリー仕様となっていない
n 利⽤⼿続きが⼀⼈ではできにくい
n ⾼齢であることを理由に、⼊居契約を断られる



障害⾼齢者に関する課題
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住まいに関する課題
① 新たな住まいの確保や⼊居時の課題について

エ．その他
n グループホームは、強度行動障害のある自閉症者に対応しうる職員配置がない
n 特別養護⽼⼈ホームが⾼齢の視覚障害者が居住できる仕様になっていない
n 介護⽼⼈施設等では発達障害者への対応体制ができていない
n ⾼齢化した発達障害者については、障害者⽀援施設に「高齢化対応加算」を
n 介護保険施設への移⾏をしなくても済む仕組みとして欲しい
n 筋ジストロフィーに対応している施設がほとんどない
n 在宅⾼齢者で単⾝向けの「緊急通報システム」は⾼齢聴覚障害者には不向き
n ⼼臓病者は⼿厚い介護と専⾨的知識が必要なため、グループホーム利⽤は困難



障害⾼齢者に関する課題
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地域社会との関わり（社会参加）に関する課題

① 地域の⽀援体制や必要なサービス等について

n 地域で⾼齢になって⼼配事が出てきた時に頼れる相談機関が少ない
n ⾐類の着脱に時間がかかり、⾝⽀度を整える時間を要し外出が億劫
n ⾝近なサポート機関や相談⽀援機関の情報を持っていない
n ⽇常的⽀援と情報提供体制の拡充が必要
n コミュニケーション⽀援が地域に不⾜している
n ⾼齢化に伴い、災害発生時の避難方法や災害時の支援について不安要素が高い
n 親⾃⾝の加齢に伴い、老障介護をせざるを得なくなり、外で働くことができない
n 相談⽀援体制を軸とした緩やかにいざという時の危機介⼊できる体制がない
n 地域定着⽀援等の利⽤による⾒守り⽀援の体制を更に整備すべき
n 孤独死や虐待防⽌等のためアウトリーチ専⾨⽀援サービスを整備すべき



障害⾼齢者に関する課題
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地域社会との関わり（社会参加）に関する課題

② 地域交流、社会参加について

n 公⺠館活動などへの参加について、一人での移動が困難なことから敬遠
n 配偶者、親、兄弟姉妹の不在により地域社会との接点を失いがち
n 地域交流が少なくなる
n 近隣との交流を深めるため、⺠⽣委員・児童委員などの⽀援者の協⼒と育成が必要
n 65 歳で利⽤するサービスが変わる
n 在宅⽣活継続が困難
n 慣れ親しんだ地域から離れることになる

③ その他
n 災害対応
n 地域住⺠が障害のある⾼齢の⽅が共に防災等の訓練
n 緊急時の対応を確認しあう



障害⾼齢者に関する課題
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地域社会との関わり（社会参加）に関する課題

③ その他

n ⾃閉症の⼦どもが外出するにあたって、親のサポートが高齢化に伴ってできなくなる
n ⼈間関係の構築等⾏動障害に対する⽀援ができなくなる
n ⾃家⽤⾞を所有していた障害者本⼈の⾼齢化に伴い、車の運転や維持管理ができない
n 結果として外出が難しくなる
n ⽇中活動⽀援のさらなる充実が必要
n ⾏動援護や同⾏援護、重度訪問介護の移動介護加算が使えなくなる
n 社会との関わりが薄れる
n 難聴者が⾼齢化するにつれて、災害の気づきも遅く、近隣との対⼈関係も希薄化
n ⽇常⽣活⽤具給付内容や交付要件の拡充が必要
n ⾼齢化に伴い、社会参加等のための移動⽀援などの費⽤補助が必要



障害⾼齢者に関する課題
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利⽤する福祉サービスに関する課題

② ⾼齢化に伴うサービス・⽀援の拡充について

n 地域社会における在宅、居住、その他地域社会支援サービスに情報アクセスできない
n 障害者の加齢による⾝体介護⾯の増⼤や、２次障害の発生への対応が必要
n 障害のある認知症の⼈への対応⽅法を広めていくことが必要
n サービスが⼗分でないところと、⼗分なところとの地域格差が著しい
n よりサービスの⾏き届いている地域へ移住することを余儀なくされる
n サービスの不⾜によって⽇常⽣活上の我慢を強いられる
n 働くことや⽣活する意欲、⽣きがいの喪失につながる
n ⾼齢の障害者が、24 時間いつでも緊急時に利⽤できるショートステイ施設が不足
n 地域の中でゴミ出しや電球交換、居室の整頓、買い物代⾏等の⽇常⽀援体制が必要
n 障害者⽀援施設利⽤の場合、障害の状況によっては看護師加配等の体制強化が必要
n 認知症予防事業や介護予防事業には、障害がある⾼齢者の受け⼊れ準備がない
n グループホームは夜間体制を含め職員体制が不⼗分



障害⾼齢者に関する課題
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利⽤する福祉サービスに関する課題

③相談⽀援体制の充実と包括的な調整等機能について

n 平成27年4⽉から市町村が⽀給決定を⾏うにあたり、すべての場合でサービス等利⽤
計画案等の提出が求められることとなったが、それを可能とする相談支援体制等が不
十分

n 障害児者へのきめ細かな⽀援提供のためには、⼼⾝の状態等に合せた適切かつ柔軟な
モニタリング期間の設定が重要

n 特に障害者の⾼齢化への対応において、相談⽀援専⾨員の協⼒のもと、それが可能と
なる仕組みを推進すべき

n 相談支援専門員とケアマネジャーとの調整機能の創設・整備が必要
n 必要に応じて、高齢障害者のための障害福祉サービスに介護保険サービスを組み合わ
せたサービス利用計画が立案できる施策・体制整備を図るべき

n 医療的ケアを要する者については、医療にも配慮した包括的な⽀援計画とサービスが
実現されるようにすべき

n 基幹相談支援事業所の拡充が必要



障害⾼齢者に関する課題
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本⼈や家族の状況の変化に関する課題

①⽇常的なサポートの確保について

n 親亡き後、サポート等で頼れる兄弟姉妹や親族、配偶者、子ども等がいない
n 親や家族、配偶者の加齢により、必要な⽣活上のコーディネートが得られない
n 今後、同居家族の⼀層の⾼齢化により、⽣活基盤となる暮らしの場が不安定になる

② 本⼈の状況変化に伴う事項について
n ⽣活環境の変化に合わせたヘルパー派遣時間や⽀援内容などの対応が必要
n グループホームで⽣活している場合、親等の⾼齢化により、⾃宅に帰宅する（でき

る）回数が減少する
n 高齢化による医療の必要性が高まる
n 在宅等居住環境と⽇中系利⽤サービス等との、 通院に関する情報共有や服薬管理、

また、⾷⽣活管理などが障害特性ゆえにさらに煩雑になる



障害⾼齢者に関する課題
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本⼈や家族の状況の変化に関する課題

③本⼈の変化や、⽀援が必要な状況について

n 脊髄損傷者は、骨粗鬆症、血栓塞栓症、心血管系、糖尿病などの老化リスクが高い
n コラーゲンの減少や皮膚の弾力喪失が、脊髄損傷者の場合には褥瘡のリスク
n 知的障害者の⾼齢化を考える際には50歳くらいを⽬安に
n 65歳以上の知的障害者の多くに「年を取った」との認知がしにくい
n 50歳以下での「早期高齢化」があり、特別な判断基準が必要
n 先天性⼼疾患患者が修復⼿術後も40〜50歳になると病気が起こることが多い
n 加齢により感覚の鋭敏さや衝動性、こだわりが増える
n 新たな⾏動障害が出る
n 自閉症者について、多量の向精神薬を常時服用している人が多い
n 結果、⾝体的な⽼化も急速
n 発達障害の⼈についての、介護⽼⼈施設等での⽀援体制が⽴ち遅れている
n 関節リウマチの場合、障害が重度化した際の介護者の不安や⾼額な薬価問題がある
n 知的障害に認知症が加わると、その変化に他者が気づくときには症状が進⾏している



障害⾼齢者に関する課題

CORYPIGHT ©Anispi Holdings Inc. All rights reserved.

本⼈や家族の状況の変化に関する課題
④その他
ア）制度やサービスの広報・周知について
n 社会資源を⼗分に利⽤できていない
n ⾏政による制度やサービスの広報が⾜りない
イ）個別⽀援・相談⽀援等の体制について
n 緊急時の公的な⽀援の不⾜
n 障害者支援施設の看護師を中心とした職員の配置が不足
ウ）環境整備について
n トイレ等の使⽤⽬的が誰でも使えるように変化したため、不⾃由さが⽣じている
n サービスを受けずともいつまでも元気な⽣活を継続できる環境整備が必要
エ）医療⾯について
n 病識がなく重篤になってから発⾒される場合がある
n 治療後の予後の⾃⼰対応ができない場合が多い
n 通院時の情報確認や適切な服薬管理が煩雑になる
n 認知症になった際、周囲とのコミュニケーションが図りにくい









生活保護について



⽣活保護とは︖
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私たちは、⽣活しているうちに病気やケガなどにより働けなくなった
り、働き⼿が亡くなったりして⽣活に困ることがあります。 ⽣活保護
は、そのようなときに⾃分たちの能⼒や資産などを活⽤し、あらゆる
⼿をつくしても、なお⽣活ができない場合に、国⺠の⽣存権の保障
を規定した憲法第２５条の理念に基づいて最低限度の⽣活を保
障するとともに、⾃分で⾃分の暮しを⽀えられるよう⽀援することを
⽬的とした制度で、⽣活保護法に基づいて⾏われます。



⽣活保護とは
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⽣活保護は原則として、世帯（暮しを共にしている家族）を単位として、
その世帯の最低⽣活費の額と世帯全員の収⼊額を⽐較し、収⼊の⽅が
少ない場合についてのみ、その不⾜する額を保護費として⽀給するしくみに
なっています。

〈最低⽣活費〉 最低⽣活費とは、世帯員の⾷費・⾐類などの⽣活費、家賃などの住宅費、義務教育に必要な教育
費、医療費を合わせたものです。

〈収 ⼊〉 働いて得た収⼊、年⾦、⼿当など他の法律等により⽀給される⾦銭、親や兄弟姉妹などからの仕送り
援助、資産を貸したり売ったりして得た収⼊など、世帯員全員の収⼊を合計したものです。



⽣活保護費の種類
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⽣活保護受給⼿続き
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⽣活保護受給のための条件
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⽣活保護を受けることは国⺠の権利であると同時に、最低⽣活の保障である
ことから、いろいろな「義務」や「制約」があり、次のことが必要になりま
す。
〈資産の活⽤〉
・保有する現⾦や預貯⾦は⽣活保護受給前に活⽤。
・⽣命保険を解約できる場合は返戻⾦などを活⽤。
・⼟地、家屋、貴⾦属などの資産は、原則として処分。
・⾃動⾞の保有は原則として認められません。（⼀定の条件のもとに認められる場合もある）

〈能⼒の活⽤〉
世帯員のうち働ける⽅は、⾃分の能⼒に応じて働く。⾼齢であることや病気、けがなどの正当な理由
がないのに働かないときは保護を受けられない。

〈扶養義務者の援助〉
親、⼦供、兄弟姉妹などの親族から援助を受けられる場合は、できる限り受ける。

〈他の制度の活⽤〉
社会保障制度（国⺠年⾦、厚⽣年⾦、児童⼿当、児童扶養⼿当など）を活⽤する。



千葉県の例



千葉県の例



千葉県の例



虐待について



障害者虐待について
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その他



2023年問題
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死亡ピークは平均寿命よりアト
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⾃⽴⽀援協議会とは︖
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基幹相談⽀援センターとは︖
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基幹相談⽀援センターとは︖
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精神科の⼊院制度

CORYPIGHT ©Anispi Holdings Inc. All rights reserved.

























CORYPIGHT ©Anispi Holdings Inc. All rights reserved.

ご静聴ありがとうございました


